
   

        

   

       

              

 

文
化
祭
の
一
番
の
目
玉
は

「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
す
。

ど
の
学
年
・
学
級
も
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
、
心
と
音

が
一
つ
に
な
っ
た
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
響
き
渡
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    
 

 
 
 

二
年
生
は
「
職
場
体
験
学

習
」
で
の
学
び
を
寸
劇
風
に 

表
現
し
ま
し
た
。
ど
の
班
の

発
表
も
職
場
で
仕
事
に
取
り

組
む
様
子
が
よ
く
わ
か
る
内

容
で
し
た
。 

                  

文
化
祭
の
目
玉
は
「
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
何
と
い
っ
て
も 

    
 

令和５年度 

 文化祭テーマ 

 

で
き
て
い
ま
し
た
が
「 

読

む
こ
と
」
に
課

題

が
見

ら

れ
ま
し
た
。 

（
二
）
数
学 
 

平

均

正

答

率

は
県

・
全

国

を

上

回

り

ま

し
た

。

「
デ
ー
タ
の
活
用
」
が
特
に

よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。 

（
三
）
英
語 

平

均

正

答

率

は
県

・

全

国

を
下

回

り
ま
し
た
。

「 

書

く
こ
と
」
は
県

平

均

を

上

回

り

ま

し
た

が

、

「 

読

む
こ
と
」
に
特

に
課

題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

「 

話
す
こ
と
」 

県

・
全

国

平

均

を

下

回

り
ま
し
た
。
口

述

式

の

問
題
形
式
に
よ
り
、
戸
惑

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

２ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら 

県
・
全
国
よ
り
割
合
が

高

い
項

目

と
し
て
、
◇
い

じ
め
は
ど
ん
な
理
由
で
も 

三
角
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら
で
す
。 

子
供
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
ま
す
！ 

～
校
長
室
よ
り
～ 

 

十
月
五
日(

木)

午
前
八
時

五
〇
分
、
令
和
五
年
度
三
角

中
文
化
祭
が
つ
い
に
始
ま
り

ま
し
た
。 

開
会
行
事
の
後
、
ま
ず
初

め
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
部
員
が
少
な
い 

 
 

 
 

吹
奏
楽
部 

で
す
が
、 

軽
快
で
迫 

力
が
あ
る 

演
奏
に
会 

場
は
大
い 

に
湧
き
ま 

し
た
。  

 
  

  

次
は
一
年
生
が
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
学
習
し
た

「
地
域
調
べ
」
の
発
表
で
し

た
。
三
角
の
農
産
物
、
温
泉
、

郷
土
料
理
、
神
社
な
ど
調
べ

た
こ
と
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出

題
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

    

力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
し
輝
く
こ
と
が
で
き
た
！ 

い
け
な
い
こ
と
、
◇
家
で
自

分

で
計

画

を

立

て
て
勉

強

を
し
て
い
る
、
◇
図

書

館
に
月
１
～
３
回
以
上
行

く
◇
地
域
行
事
へ
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

逆
に
県
・
全
国
よ
り
割

合

が
低

い
項

目

と
し
て
、

◇
自

分

に
は
良

い
と
こ
ろ

が
あ
る
、
◇
将

来

の
夢

や

目

標

を
持

っ
て
い
る
、
◇

人
の
役
に
立

つ
人

間

に
な

り

た

い
、
◇

勉

強

時

間

（
平

日

・
休

日

）
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。 

３ 

課
題 

三

年

生

は
四

月

よ
り

勉
強
時
間
は
増
え
て
い
る

と

推

察

さ

れ

ま

す

が

、

一

・
二

年

生

も

家

庭

学

習

の
時

間

を
確

保

す
る

必

要

が

あ

り

ま

す

。
ま

た
、
夢

・
目

標

を
持

た
せ

る
と
と
も
に
、
自

分

に
自

信
を 

信

を
持

つ
よ
う
励

ま
し
、

自

己

有

用

感

、
自

己

肯

定

感

を
更

に
高

め
て
い
く

よ
う
側
面
か
ら
支
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

４ 

今
後
の
取
組 

き
ら
り
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
も
と
に
一

人

一

人

に

寄
り
添
っ
た
指
導
を
今
後

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
家
庭
学
習
に
対

す
る
意

識

を
高
め
る
た
め

に
も
、
自

主

学

習
を
中

心

と
し
た
家

庭

学

習

だ
け
で

な
く
、
教

科

担

当

か
ら
課

題

を

与

え
た
学

習

を

取

り
入

れ

な

が
ら

勉

強

時

間

を
充

実

さ
せ
て
い
き
ま

す
。 家

庭

学

習

の
時

間

を

確

保

す
る
た
め
に
も
、
基

本

的

生

活

習

慣

の
確

立

(

規

則

正

し
い
生

活)

を
心

が
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ノ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム

デ
ー
の
取

組

を
進

め
て
い

き
ま
す
。 

 

四

月

、
三

年

生

を
対

象

に
「
全

国

学

力

・
学

習

状
況
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今

年

は
国

語

・

数

学

・
英

語

の
調

査

で
し

た
。
特
に
英

語
は
「 

聞

く

こ
と
」
「 

読

む
こ
と
」
「
書

く
こ
と
」
の
三
領
域
と
「
話

す
こ
と
」
の
領

域

に
分

け

て
実

施

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
調

査

は
学

習

状

況

を

把

握

す
る
の
が
目

的

で
、

個
人
の
順
位
等
は
で
ま
せ

ん
。
ま
た
、
普

段

の
生

活

や
家

庭

で
の
様

子

等

に
つ

い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

本

校

の
結

果

の
概

要

を

お
知
ら
せ
し
ま
す 

１ 

各
教
科
結
果
の
概
要 

（
一
）
国
語 

 

平

均

正

答

率

は
県

・
全

国

を
若

干

上

回

り
ま
し

た
。
「
書
く
こ
と
」
は
よ
く 

 

 

自
律 

 

英
知 

鍛
錬 

校  訓  

宇城市立三角中学校 
学校新聞 

令和５年１０月１８日 
編集代表 

校長 橋口 京輔 

１－１ 

３－１ ２－１ ３－２ １－２ 

三

年

生

は
演

劇

の
発

表

も
行

い
ま
し
た
。
配

役

だ
け
で
な
く
照

明

の
係
な

ど
一

人

一

人

が
自

分

の

役

割

を
全

う
し
ま
し
た
。

「 
チ
ー
ム
三

年

」
が
創

り

上

げ
た
見

ご
た
え
の
あ
る

劇
で
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後

は

有

志

に
よ
る
特

技

発

表

で

し
た
。
ギ
タ
ー
演
奏
あ
り
、

歌

唱

あ
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
あ
り
と
三

角

中

生

徒

の
パ
ワ
ー
が
溢

れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
し
た
。
ご
観
覧
の

保

護

者

の
皆

様

、
ご
来

賓

の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

１日（水）３年中間テスト（～２日）      ２８日（火）立合演説会 

２日（木）３年入試説明会            ３０日（水）授業参観 

７日（火）生徒会役員立候補受付開始           懇談会 

１３日（月）教育相談（～１５日（水）） 

１７日（火）宇城中学校音楽会 

２１日（火）１・２年中間テスト（～２２日） 

十

月

十

二

日

（
木

）
、

後

期

が
始

ま
り
ま
し
た
。

始

業

式

で
は
各

学

年

の

代
表
よ
り
、
後
期
に
頑
張

り
た
い
こ
と
、
今

後

の
抱

負

等

が
述

べ
ら

れ

ま

し

た
。
三

年

生

は
中

学

校

卒

業

後

の
進

路

を
決

め

る
大
切
な
時
期
に
な
り
ま

す
。
二
年
生
は
三
年

生
に

代

わ
り
、
三

角

中

を
け
ん

引

し
て
い
く
立

場

に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一

年

生

は

新

一

年

生

の
手

本

と
な

る
よ
う
に
準

備

し
て
い
く

必

要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 


